











































































































































































































































































































































































































































これらの内、①②⑥ 「 」 、涙以外、あるい 涙に加えて他、の意。③⑤の「涙の外」は、該 と同様









































○宇津山―駿河国安倍郡と志太郡の境 （ 静岡市駿河区宇津ノ谷と藤枝市岡部町の境） 。南に宇都ノ谷峠
がある山。○宇津の山―駿河国の歌枕（→前項） 。 「夢」の縁で「現」が響き、 「うつ」の音で「現」を起こす序のようにも働く 現ともなき―「うたた寝の夢かとぞ思ふ時鳥現ともなきさ夜の一声」 （重家集・内裏百首・時鳥・一一一）あたりが早いか。宗尊は、家隆の「 と見し人は夢路に迷へども はなほぞ現ともなき」 （壬二集・後度百首・雑・一九七）や真観の「ありしよに夢とや人の結びけん現ともなき仲の契りは」 （新撰六帖 第五・ち
一四









































































































































































































七年（一四九八）の地震による地形の変化で廃絶されたという。○入海―陸地に入り込んだ海。ここは海と小さな湖口で結ばれた浜名湖を言ったものであろう。○浜名の橋―遠江国の歌枕（→前々項） 古くは「遠江浜名の橋をうち渡し行く末遠く頼まるるかな」 （延喜御集・三七・朱雀院）や「潮満てる程に行き交ふ旅人や浜名の橋と 付け初めけん」 （拾遺集・別・恒徳公家の障子に・三四二・兼盛。兼澄集・一一三）と詠まれる。前者は上句 序詞中に「遠（江） 」 「橋」 「うち渡し」から「行く末遠く」を起こす めに織り込まれただけであ 、後者は障子歌で「浜名」に「浜無（し） 」が掛かる趣向の一首でしかない。 「東路の浜名の橋の早くより深き心は汲みて知るらん」
『中書王御詠』注釈稿（四）
一九
（海人手古良集・四七）や「恋しくは浜名の橋を出でて見よ下行く水に影や見ゆると」 （古今六帖・第三・はし・一六一〇・作者不記）等も同様である。もちろん類型や趣向も何人かの実見や伝聞を基盤に生成されたことは否定できないが、歌人の経歴や詞書の記述等からある程度の確度を以て、各歌人の実体験を幾らかでも反映し と考えられる歌は、 『増基法師集』の「浜名の橋のもとにて／人知れず浜名の橋のうち渡し嘆きぞ渡る幾世なき世を」（九三）や、参考に挙げた『能因法師集』の歌あたりが早いか。→補説。○渡る―風が一面に吹き通る意。 「橋」の縁で渡橋する意が掛かる。
〔補説〕
　「浜名の橋」を実際に通過実見して詠じたのであろうが、縁語「渡る」を用いるのは類型であり、秋の景趣














































































































































浪の上の月の行方に漕ぎ別れ漂ふ舟の世の慣らひかな（俊成卿女集・衛門督の殿への百首・雑・七六）波の上に漂ふ海 月もまた浮か ゆくとぞ我を見るらん（海道記・四〇 作者）波の上に浮きて漂ふ水鳥の惜しからぬ身に音 みなく ん（新和歌集 雑下 八五五・源宗景）水まさる沼
あざさ
の浮きてのみあるはあるともなき我が身かな（新撰六帖・第六・あさぎ・二〇四六・家良）



























































































『源氏物語』花宴巻の光源氏の誘いかけをかわそうとする朧月夜君歌。 『新古今集』に「憂き身世にながらへばなほ思ひ出でよ袂に契る有明の月」 （雑上・月前述懐 いへる心をよめる・一五一三・経通）が収められて以後、鎌倉期に盛行する。宗尊は帰洛後にも、 「憂き身世に思はぬ外の名取川いかにせんとか沈み行くらん」や「憂き身世に木隠れ果てて逢坂の関の清水のすむとしもなし」 （竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌河・八七。同・巻五・ 〔文永九年十一月頃百番自歌合〕 ・関・九九四）と詠じている。不遇意識の表しであろう。○色変はりゆく―前句を承け「憂き身世に色変はりゆく」 （憂く辛い自分自身が世間の中で様変わりしてゆく意）から「色変はりゆく浅茅生」（変色してゆく丈低いちがやの生えている所 意）へ鎖る。○小野―ここは近江国の小野の宿駅の場所を言う所名だが、 「小野」は、特定し得ない野を言う場合が多い。宗尊はもしかする 、 『源氏物語』 （手習）の「比叡、坂本の小野」 （比叡山麓の西坂本。山城国愛宕郡の大原・八瀬一帯の古名という）を連想したかもしれない。後 袖の露けさ」の項に挙げる「狩衣」歌は、そ 『源氏物語』 （手習） 「秋の野の露分けきた 狩衣葎茂れる宿にかこつな」 （七七二・妹尼）を本歌 取ってい う。これは、小野の山里で、横川の僧都の妹尼に引き取ら た浮舟に、妹尼 亡き娘の婿であった中将が心惹かれ、八月十余日小鷹狩 つい に三たび来訪するが、応じぬ浮舟に代わり妹尼が対応し、中将が 松虫の声を尋ねて来つれどもまた荻原 露にまどひぬ」と詠んだ に対する返歌である。○仮寝―旅の仮の宿りを言う。 「色変はりゆく浅茅生の小野の」 有意の序 ように働き「刈り根」が掛るようにも思われる 、 「浅茅生」も 小野」も、 「刈り根」 縁とするのは伝統的常套ではない ○袖の露けさ―
二六



















































































































































































































































参考の定家詠は、 「君を思ひ興津の浜に鳴く鶴のたづね来ればぞありとだに聞く」 （ 雑上 一







































































白妙の袖折り返し恋ふればか妹が姿の夢 見ゆる（万葉集・巻十二・正述心緒・二 三七 作者未詳）印南野の浅茅押しなみさ寝し夜のけ長くしあれば家し偲ぶる（五代集歌枕 野・いなみの・七二一・赤人。





















































びた侘びしさを醸す。参考歌の他に、 『江帥集』の「忍べとや軒の茅間の忍草恋は人目を忍ぶものかは」 （雑・こひ・三九五） 、あるいはこれに倣ったかと思しい『顕輔集』の「東野 軒の茅間の忍草恋をば人の忍ぶものかは」（恋・六三） 、またさらにこれに負ったかと思しい清輔作という「東屋の軒の茅間に生ふと見し人を忍ぶは我が身なりけり」 （夫木抄・雑・あづまや・一四三八八）等が、数少ない先行例。宗尊は、これらに学んだかと思われるが、実見もしたかと思われる。ほぼ同時期か後出の雅有詠「東屋の軒の茅間を漏る時雨音にぞ立てぬ袖は濡れけり」（隣女集・巻三
自文永七年至同八年
・恋・忍恋・一三七〇）も、関東に祗候し京都鎌倉を往還した経験が反映していよ







県の菊水、下流を汲んで齢を延ぶ。今東海道の菊河 西岸 宿して命を失ふ） 」と書きつけたという（吾妻鏡
･
承












































































































































































○やや問へば―不審。書陵部本 同様。 「やどとへば」の誤写か。 「やや」を これこれもしもしの意の感動
四二













































































































































百五十首歌」か「文永三年十月五百首歌」所収歌で、文永三年（一二六六）七月の帰洛の旅の途次の感懐を詠じている。後半の七首もその一連と見るならば、ここは宗尊が将軍として十五年間を過ごした鎌倉を言ったことになる。しかし、 「袖さえて雪気時雨る 」から冬の旅の歌であるので、直接この折の体験を詠じた訳ではないであろう。また、建長四年（一二五二）三月の東下の旅の体験を詠じたも もない。
239の夏の旅の歌の場合と同様に、
四六
































引き結ぶ草の枕の松風に旅寝の床は露も寝られず（洞院摂政家百首・雑・旅・一五八一・但馬）一夜のみ宿かる人の契りとて露結び置く草枕かな（六百番歌合・恋下・寄傀儡恋 一六三 良経臥しわびぬ篠のを笹 かり枕はかなの露や一夜ば りに（新古今集 羈旅 九六一・有家）
〔語釈〕
　








































































































































































































○暮れぬる後も―例希少の句。宇都宮氏の一族で鎌倉後期の歌人泰宗に「木の本の暮れぬる後も山桜残るは花の光なりけり」 （続千載 ・雑上・一六八〇）があるが、これには該歌からの影響を見てもよいか。ただし、 『竹風抄』や『夫木抄』の「入りぬる後も」 形は用例が散見し、かつ影響に挙げたよう 該歌から 影響の可能性がある歌を複数首指摘し得る。○暮れやらで―建久末頃の寂蓮 「卯の花の垣根ばかりは暮れやらで草の戸ささぬ玉川の里」 （寂蓮法師集・ 〔建久六年暮以後〕内大臣殿〔良経〕 、座主、十首歌合あるべしとて薄暮卯花・一二八）や「行く春も惜しむ心は暮れやらで花 あたりになれし面影」 （御室五十首 春・八一七）が早 か。前者は一日について、後者は季節について言ったもの。その後の一日の「暮れやらで」の類例は 建保元年（一二一三。建暦三年を十二月六日に改元）二月の『内裏詩歌合』の範宗詠「桜花木の下陰は暮れやら 匂ふ山路 袖の夕露」 （山中花夕・五〇。範宗集・春・二四）や参考 公経詠、あるいは信実 「暮れやらでまだかたあかき空の色にやがて出でそふ月の影かな」 （信実集・秋・法性寺殿卅首・五七）や寂身 初瀬山花の光に暮れやらぬ夕べすすむる鐘の音かな」 （寂身法師集・雑雑会等 夕山花・二一一）が目に入る。宗尊幕 鎌倉に成立した『東撰六帖』には、 「つつじ咲く山下日かげ暮れやらで岩根の水に色ぞうつろふ」 （第一 春・躑躅・二九一・房円。抜粋本・ 一 採られている。勅撰集では、 『風雅集』 「日影さす稲葉が上は暮れ らで松原薄き霧の山もと」 （秋下 六〇・忠
『中書王御詠』注釈稿（四）
五三




































































































































○さざ波や―「志賀」の枕詞。 「さざ波（楽浪） 」は、琵琶湖の南西部沿岸一帯を言うことから。こ はその
原義が生きるか。○志賀の唐崎―「志賀の辛崎」とも。近江国の歌枕。志賀郡（現大津市）下坂本の琵琶湖に突き
五六






















































































































○錦を題にて―『古今六帖』 （第五・錦綾） 「にしき」を題とする。○いかにせん―宗尊頻用の語。 『宗尊
『中書王御詠』注釈稿（四）
五九















































































































































































































































































































































○山―『古今六帖』 （第二・山）の「やま」 。 『新撰六帖』にも。○とこの山―参考の『万葉 』歌を踏ま
























































○杣―『古今六帖』 （第二・山）の「そま」 。 『新撰六帖』にも。○しげきなげき―「繁き嘆き」 （絶え間の無































































憂き身世 沈みはてたる名取川また埋もれ木の数や添ふらん（続後撰集・雑中 寄河述懐 一一六九・伊
長）











○川―『古今六帖』 （第三・水）の「かは」 。 『新撰六帖』にも。○憂き身世に―この句については
226に記し



































く。○何とあり初めて―「何と…初めて」の先例は、 『久安百首の「ねたく我何と飾磨のあひそめてかち顔にする人を恋ふらん」 （恋・一三七三・小大進） 。これは、 「我が恋はあひそめてこそまさりけれ飾磨の
褐かち
の色ならねど
































○水―『古今六帖』 （第三・水）の「みづ」 。 『新撰六帖』にも。○石打つ水の―他に例を見ない。類辞の先




















































○橋―『古今六帖』 （第三・水）の「はし」 。 『新撰六帖』にも。○真間の継橋―下総国の歌枕。葛飾郡（現














































○杜―『古今六帖』 （第二・山） 「もり」 。 『新撰六帖』にも。○消えてゆく―死んでゆく意。 「下露」の縁




























































































































































































○竹―『古今六帖』 （第六・木）の「たけ」 。 『新撰六帖』にも。○呉竹のその名は―「竹」は、宗尊の身分
の親王（皇族・皇子・皇孫）の称である「竹園」を表象する。あるいは、 「竹の園」を物名風に込め掛けるか。 「竹の園」 「竹の園生」は、前漢孝文帝の子孝王が梁に封ぜられ、方三百里の苑を作って修竹苑と づけ、世人が梁の孝王 竹園と称した故事によるという（史記
･
梁孝王世家、西京雑記） 。なおまた、 「呉竹の」は、 「世世」の枕詞











































○鶴―『古今六帖』 （第六・鳥）の「つる」 。 『新撰六帖』にも。 『竹風抄』の「沢」も『古今六帖』 （第三・
水）の「さは」 （ 『新撰六帖』にも）題である。もし「鶴」題が原作だとすれば、 「文永三年十月五百首歌」に組み入れる際に、前に「岡」 「杜」 「野」等、後ろに「田」 園 「路」等の類縁の題の中に配置するべく改題したか。○沈みゆく―沈淪する意。 「沢」の縁で、水に「沈みゆく」意が響く。慈円（拾玉集・六七六）や定家（拾遺愚草・二七三八〈長歌〉 ）あるいは長綱（長綱百首・九五）など、新古今時代に少し作例が見える。建長五年 一二五三）四月に、時に五十六歳で散位（前権大納言正二位）の為家は、 すくひなん火水の河の横波にたちも離れず沈み行く身を」 （為家集・念
同年〈建長五年〉
四月・一五五六）と詠んでいる。→補説。○葦鶴―「葦田鶴」とも書く。鶴の
こと。鶴は葦の生える水辺にいることから。○なく―鶴が「鳴く」意 「あはれ」 沈みゆく」 「身」 縁で、 「泣く」が掛かる。
〔補説〕
　
宗尊は、文永三年（一二六六）七月に失脚して帰洛した直後の「文永三年十月五百首」 （ 『竹風抄 所収）






















































○雉―『古今六帖』 （第二・ ） 「きじ」 。 『新撰六帖』にも。一般の歌語としては「きぎす」とも。○枯






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































涙が目に現れる、涙を目に浮かべる意。 「我」 「沈み」 「世」の縁で、我が身が世に浮かび顕れて栄える意が掛かる。
〔補説〕
　「涙」をめぐって「浮」き「沈」みを言う場合、西行の「かかりける涙に沈む身の憂さを君ならでまた誰か







































































































































































































































































































































































































































山あふげばもとの君も見えけり」 （社述懐・一〇〇・信忠）があり、後出例 『新千載集』の「捨てぬ世は憂きものとかつ知りながら何さすらふる我が身なるらん」 （雑中・一九三八・公宗一女）があるが、作例は希少。○数添はば―先行例に『宝治百首』の「み吉野の滝の水上数添はば色ある袖や涙なるべき」 （恋・寄滝恋・二六五九・行能）があるが、これも作例は少ない。
〔補説〕



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































○恋ひ渡る―ずっと恋し続ける。 「 」 「浮橋」の縁で橋を渡る意が掛かる。 「夢の浮橋」との詠み併せの
作例は参考の具親歌以外に、宗尊により近い時代の、 「むばたまの夢の浮橋あはれなど人目をよきて恋ひ渡るらん」と「現にや恋ひ渡るべき逢ふことはただ宵の間の夢の浮橋」 （宝治百首 恋・寄橋恋・二七五四・少将内侍、二七五六・但馬）や「あだなりし夢の浮橋立ち返り恋ひ渡るとて見えんものかは」 （為家集・恋 正嘉元年七月詠
『中書王御詠』注釈稿（四）
一三五
































































































































































































































































































るが、八幡神は、武門特に源氏の守護神の性格も帯びる。○さかゆきし―「坂行きし」に「栄ゆ」 掛かる。○男山―山城国の歌枕。石清水八幡宮が鎮座する山城国綴喜郡（現京都府八幡市）の男山。生駒山の北端に連なる。八幡宮、八万神をも意味する。在俗の元服後の男性 意を寓意。○我も昔と―本歌の 我も昔は 拠る。 『竹風抄』
一四二











































神として、伊勢大神宮に並び皇室・朝廷の尊崇を受ける。○賀茂の川波―山城国の歌枕「賀茂川」の「川波」 。ここは、上賀茂神社あるいはその祭神の賀茂別雷神を寓意。○また雲分くる―本歌を踏まえる。 別雷神は、 「雲分けて天下りけむそのかみの誓ひたがふな のみづ垣」 （政範集・ある所にて人人百首の歌よみ侍りし時・賀茂社・三九四）と歌われるように、雲を分けて天下ったと信じられていた。
〔補説〕
　『竹風抄』の形だと、一首は「賀茂別雷神を頼み来たった我が身も、このままではきっとはかなくなってし







































































　『竹風抄』では、前歌の「伊豆（権現） 」とこの「箱根（権現） 」の二所とが一対で、次歌の「三島（大社） 」



























































































































































































































































































































が廃れた世の意味も漂う。○変はらぬものと―あまり例を見ない句形。 「位山道のしひしば今は て変はらぬものと朽ちやはてなむ」 （洞院摂政家百首・雜・述懐・一八四六・信実 現存六帖・しひ・六七〇）が先行例だが、これは位階の停滞を言う否定的な謂い。ここは、 誓願の不変であるべきことを言う。○いかがなりぬる―これも和歌で 用例希少。やや俗に傾く感があるか。先行例 「しめのうちの松の嵐におどろきぬ宿に桜はいか なりぬる」 （実家集・春・四一）がある。宗尊は別に二首（竹風抄 四三三、六五九）に用いている。
〔補説〕
　































































































































































































































える詞 『渓嵐拾葉集』にも二箇所に見える。 「寂光」は、煩悩を離れて苦を滅した解脱涅槃の悟りの境地である真理の寂静に満ちている真智の照光。仏の住む浄土は寂光の世界であり、 「寂光浄土」 「寂光土」等と言う。 「娑婆」は、衆生が諸苦を忍受す 世界 こと 「忍土」とも 内に種々の煩悩 外に風雨寒暑等があり、苦が絶えない所
一五八








































































































































































































































































































































































































































































き夜は」へ鎖る。 「夜」は「世」が掛かるか。 「心の闇」の原拠は、 「かきくらす心の闇に迷ひにき夢現とは世人さだめよ」 （古今集・恋三・六四六・業平） 。
〔補説〕
　
歌頭に合点あり。
